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その後,更に一層明断な DNA リガーゼ変異株が Nagataら(1974)によって分離された｡これは大腸

















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨








次に申請者は,別に Nagataら(1974)が分離した大腸菌 DNA リガーゼの,アンバー条件致死性変異
株の詳細な解析を行なったO この変異株は,大腸菌 DNA リガーゼ構造遺伝子 (lig)にアンバー型のナ
ンセンス変異を起したもので,アンバー抑制遺伝子によって再活性化された時にのみ活性あるリガーゼを
生産し,細胞の生存を可能ならしめる｡抑制されない時には,DNAが崩壊して細胞は死滅する｡申請者
はこの崩壊過程を綿密に解析し,その初期過程で鋳型鎖DNAに切れ目が入ること,新生 DNA短鎖 (岡
崎断片)の連結が完全に阻害されること等の重要な発見を行い,DNA複製における DNA リガーゼの必
須性を証明するとともに,この酵素の基本的な役割に関する新しい可能性を提起した｡
主論文,参考論文を通じて申請者は,細胞の遺伝物質である高分子DNAの複製,修復,組換え,突然
変異等,広範囲の分子機構の解明を目指し,確立された既存の分子遺伝学的手法はすべて完全に駆使する
のみならず,数多くの独創的な手法の開発と概念の導入を試み,この分野に大きく寄与した｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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